
第２学年 保健体育科学習指導案 (例：高等学校)

平成○○年△△月□□日 ◇曜日 ▽校時

＊球技を第２学年と第３学年で 第２学年△・◇組（男子○○名、女子△△名）

取り上げる例を示す。 場 所 ○ ○ ○ ○

指導者 ○ ○ ○ ○

１ 単元名 球技（ネット型：バレーボール）

２ 単元の目標 （第２学年及び第３学年の第２学年分） *( )は第３学年で取り上げる内容

(1) 勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、作戦や状況に応じた技能や仲間と連携した動きを高め
て、ゲームが展開できるようにする。
・ ネット型では、状況に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きによって空
間を作り出すなどの攻防を展開すること。 (技能)

(2) バレーボールに主体的に取り組むとともに、（フェアなプレイを大切にしようとすること）、

役割を積極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、（合意形成に貢献しようとする

こと）などや、健康・安全を確保することができるようにする。 (態度)

(3) バレーボールの技術の名称や行い方、体力の高め方、（課題解決の方法）、競技会の仕方な

どを理解し、チームや自己や仲間の課題に応じた運動を継続するための取り組み方を工夫で

きるようにする。 (知識、思考・判断)

３ 運動の一般的特性

４ 生徒の実態

(1) 運動の特性に触れる楽しさ体験状況

(2) 「態度」、「知識、思考・判断」に関する学習体験状況

(3) 技能（体つくりは「運動」）の習得状況

(4) 体力の状況

(5) 生徒の運動に対する思いや願い

５ 学習を進めるに当たって

その領域や内容の運動の特性を明記する。

（学習指導要領解説Ｐ63、65～67参考）

生徒のこれまでの運動経験や日常的な運動活動について、この単元にかかわる内容を明記する。

これまでの体育学習において、「態度」、「知識、思考・判断」の内容はどのような指導が行われ、学習を進

めるに当たって必要な力がどの程度身に付いているかを明記する。

これまでの体験において「技能（運動）」の内容はどの程度身に付いているのか。また、体験にかかわる具

体的な人数等を明記する。（保健体育学習、部活動等）

＊２学年ごとに指導内容が示されているので、当該学年の系統性を踏まえた記述を加える。

（第２学年であれば、第１学年での指導及び習得状況を記述する。）

この単元を学習するに当たって、生徒がどんな力（動き）を身に付けたいと思っているのかを明記する。

上記の生徒の実態から、教師がどのような内容に力点を置き指導していくかを具体的に明記する。その際に、単

元の目標を具現化するための教師の意図的・計画的な指導が明記されなければならない。また、体力向上に向けた

具体的な取組についても明記する。

新体力テストのデータから単元とかかわる体力や学校として伸ばしたい体力の状況について明記する。

※学習指導要領を踏まえ、本単元で生徒に身に付けさせたい力を明確にする。

※単元の評価規準との整合を図る。

※「学習指導要領の内容」から語尾を「～できるようにする」に変えて記載する。

※「技能（運動）」、「態度」、「知識、思考・判断」の順で表示する。

※「領域」「型：種目」または「種目」を記載する。



６ 単元の評価規準（例）

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 知識・理解

●ネット型・バレーボ ●これまでの学習を ●空間を作り出す ●ネット型やバレ

ールの学習に主体的 踏まえて、チーム などの攻防を展 ーボールの技術

に取り組もうとして が目指す目標に応 開するための状 などの名称や行

いる。 じたチームや自己 況に応じたボー い方について、

単 の課題を設定して ル操作や安定し 学習した具体例

元 ・フェアなプレイを大 いる。 た用具の操作と を挙げている。

の 切にしようとしてい ・課題解決の過程を 連携した動きが

評 る。 踏まえて、取り組 できる。 ●球技に関連した

価 んできたチームや 体力の高め方に

規 ●役割を積極的に引き 自己の目標と成果 ついて、学習し

準 受け、自己の責任を を検証し、課題を た具体例を挙げ

果たそうとしている。 見直している。 ている。

・チームの仲間の技

・合意形成に貢献しよ 術的な課題や有効 ・課題解決の方法

うとしている。 な練習方法の選択 について、理解

について指摘して したことを言っ

●互いに助け合い、高 いる。 たり書き出した

め合おうとしている。 ●作戦などの話合い りしている。

の場面で、合意を

●健康・安全を確保し 形成するための調 ●競技会の仕方に

ている。 整の仕方を見付け ついて、学習し

ている。 た具体例を挙げ

●健康や安全を確保 ている。

・維持するために、

自己や仲間の体調 ・審判の方法につ

に応じた活動の仕 いて、学習した

方を選んでいる。 具体例を挙げて

・球技を生涯にわた いる。

って楽しむための

自己に適したかか

わり方を見付けて

いる。

「運動の技能」につい

ては、学習指導要領解

説の例示を参考に、具

体的な動きの例を第２

学年と第３学年に分け

て取り上げる。

「関心・意欲・態度」、「思考・判断」、「知識

・理解」については、ゴール型、ベースボール型の

学習と共通で２年間に分けて指導するようにあらか

じめ設定する。

※「関心、意欲、態度」「思考・判断」「技能」「知識・理解」の順で表示する。

※「●」は当該学年、「・」は当該学年以外を表示する。

「単元の評価規準」については、 「評価規準の作成、評

価方法等の工夫改善のための参考資料【高等学校保健体

育】」平成24年7月＜国立教育政策研究所 教育課程研究

センター 作成＞のP40～42の評価規準の設定例を参考
に、当該学年とそれ以外を分けて記入する。



①バレーボールの学習 ①これまでの学習を ①ボールを相手側 ①バレーボールの

に主体的に取り組も 踏まえて、チーム のコートの守備 技術の名称や行

うとしている。 が目指す目標に応 のいない空間に い方について，

じたチームや自己 緩急や高低をつ 学習した具体例

学 の課題を設定して けて打ち返すこ を挙げている。

いる。 とができる。

習

②練習の際に、記録係 ②作戦などの話合い ②ボールに変化を ②バレーボールに

活 やキャプテン、アシ の場面で、合意を つけてねらった 必要な体力を技

スタント・ステュー 形成するための調 場所にサーブす 能に関連させな

動 デントなどの役割を 整の仕方を見付け ることができる。 がら高めること

積極的に引き受け、 ている。 について、言っ

に 責任をもって取り組 たり書き出した

もうとしている。 りしている。

即

③互いに助け合い、高 ③健康や安全を確保 ③変化のあるサー ③ゲームのルー

し め合おうとしている。 ・維持するために、 ブに対応してレ ル、トーナメン

自己や仲間の体調 シーブすること トやリーグ戦な

た に応じた活動の仕 ができる。 どの試合方式に

方を選んでいる。 ついて、学習し

評 た具体例を挙げ

④体調や環境の変化に ④仲間と連動して ている。

価 注意しながら健康・ ネット付近でボ

全を確保している。 ールの侵入を防

規 いだり、打ち返

したりすること

準 ができる。

⑤ラリーの中で、

相手の攻撃や味

方の移動で生じ

る空間をカバー

して、守備のバ

ランスを維持す

る動きをするこ

とができる。

※学習活動に即した評価規準については、単元の評価規準をより具体化した内容を表記する。

（各学校で学校や生徒の実態等を加えて作成）



７ 指導と評価の計画

学習内容及び学習活動 指導上の留意点 評価規準

段階 関 思 技 知
意
態 判 能 理

は
じ ねらい１：身に付けさせたい指導内容や
め 具体的な「ゲームの様相」等を明記する。

２ ・運動の特性の理解
・単元目標の確認 重点項目（案）
・学習の進め方、学習カー
ドの使い方の確認 健康・安全

・チーム編成等 緩急や高低
・生徒の実態把握 技術の名称や行 ①

い方

ねらい２：身に付けさせたい学習内容や ① ①
具体的な「ゲームの様相」等を明記する。

な 重点項目（案） ②
か

学習内容 課題の設定
３ ②

責任
②

狙った場所への
本 サーブ
時 ②
７ サーブレシーブ

協力
学習内容 ③ ②～

バレーボールに
必要な体力

９ ブロック ③ ④

ねらい３：身に付けさせたい指導内容や ②
具体的な「ゲームの様相」等を明記する。

ま ① ③
と
め 重点項目（案）
10～

④
14 ルール試合方式

カバーリング
主体性 ⑤
体調への気付き

③

学習計画を作成するた

めに必要な指導を明記す

る。特に、本単元におけ

る学習内容、課題設定の

仕方・課題解決に向けた

練習方法の工夫等につい

ては十分指導が必要であ

る。

ねらい１を実現するための学習内容及び学習活動について明記する。

オリエンテーションを含め、この単元の学習計画を作成する。また、中学校や前年度の

復習を行い、実態を把握する。

ねらいの実現に向け

た学習が行われている

かを評価し、一斉・グ

ループ指導や個別指導

等において予想される

留意点を明記する。

・学習活動に即した評価規準と

の整合を図る。

・学習活動に即した評価規準と

の整合を図る。

ねらいの実現に向けた

学習が行われているかを

評価し、一斉・グループ

指導や個別指導等におい

て予想される留意点を明

記する。

ねらい２を実現するための学習内

容及び学習活動について明記する。

本単元の学習によってどんな力が

身に付いたかを具体的に確認できる

指導内容及び学習活動を明記する。
本単元の学習によって

どんな力が身に付いたか

を具体的に確認できる指

導内容及び学習活動を明

記する。

※生徒の実態に応じて、どのような段階で意図的・計画的に指導していけば、単元の目標を実現することができるかを予測したも

のにしなければならない。また、「学習を進めるに当たって」の中で記述した体力向上の内容についても位置付ける。

※単元の学習計画の中に評価計画を入れる。



□ 「評価機会」等設定の留意点（効果的・効率的評価）

・ １時間の授業で評価項目は１つか２つ

・ 観察評価は、原則として１時間に１観点

評価の観点 評価時期 主な評価方法

関心・意欲・態度 指導日の後、一定期間 観察・学習ノート

思考・判断 指導した日 学習ノート・発言・定期考査

運動の技能 指導日の後、一定期間 観察・学習ノート

知識・理解 指導した日 学習ノート・発言・定期考査

８ 本時の学習（７／１４時間）

(1) 本時の目標

○ 互いに助け合い、高め合うことができるようにする。 （態度③）

○ バレーボールに必要な体力を技能に関連させながら高めることができるようにする。

（知識・理解②）

(2)本時の学習評価

○ バレーボールに必要な体力を技能に関連させながら高めることについて、言ったり書き出

したりしている。 （知識・理解②）

９ 学習指導過程

○：評価項目 「努力を要する」状況と判断さ
段階 学習内容及び学習活動 指導上の留意点 【Ａの例】 れる生徒の手立て

（評価方法）

はじめ １ 集合、整列、挨拶、
(5) 出欠確認、健康観察

２ 本時の学習内容と ・学習カードをもとに本 ○バレーボールに 体力の構成要
課題の確認 時の学習内容と課題を 必要な体力を技 素を問い、その

確認させ、学習意欲を 能に関連させな 中の何が技能の
もたせる。 がら言ったり書 向上につながる

き出したりして かを考えさせ、
いる。 発言や記述をさ

（観察・学習カー せる。
ド）

３ 変化のあるサービ ・変化のあるサービスに ○仲間のプレーを 自分のプレー
スに対応するレシー 対してボールや相手に 賞賛したり、ア とともに、仲間
ブの練習 正対したり、両腕の面 ドバイスをした のプレーのどこ

なか を合わせる動きができ りして、互いに が優れている
(35) るよう、ポイントを理 高め合おうとし か、どこを改善

解して、動きを明確に ている。 したらよいかを
させる。 （観察・学習カー 考えさせ、発言

ド） や記述をさせ
る。

４ 課題を明確にした ・練習した技能等を生か
ゲーム したゲームを行ってい

るか意識させ活動させ
５ 整理運動 る。

６ 本時の反省、次時
まとめ の確認 ・課題が達成されたか確
（10） 認させ、的確な次時の

７ 整列、挨拶 課題を設定させる。

学習内容の明記

学習カードの中に、そ

の時間の評価項目に関

する内容を準備してお

く。本時のねらいに合

わせて、毎時間学習カ

ードが工夫されている

ことが望ましい。

※本時の目標と評価項目の整合を図らなければ、意図的・計画的な学習とはいえない。また、体力向上について

も、「学習を進めるに当たって」「単元の学習計画」との整合を図りながら明記する。

本時の目標を実現するた

めに、どのような学習内容

や学習活動を仕組んでいく

のかを具体的に明記する。

・学習活動に即した評価規

準との整合を図る。

本時の目標を実現するた

めに、どのような指導を行

うかを具体的に明記する。

・学習内容や学習活動に応

じた留意点を明記する。

本時の評価項目

に対して、具体的

にどのような姿を

評価するのか、ま

たどんな方法で評

価するのかを具体

的に明記する。

評価の視点で

「Ｃ」と判断し

なければならな

い生徒が出てき

たときの具体的

な手立てを明記

する。

※学習活動に即した評価規準との整合を図る。

※「～できるようにする」に変えて記載する。

※２つ以上ある場合は、主とした目標をゴシック体で表記する。


